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1． はじめに 

 近年，新興国では経済発展の成長を背景に，

車両による人の移動や物流量の増加が著しい反

面，インフラ整備が間に合わず，交通渋滞をま

ねいている．これらの国々では交通制御が緊急

課題であるが，インフラが不十分なため交通状

態の把握は難しい．2015 年にインド共和国グジ

ャラート州アーメダバード市に画像カメラによ

るトラフィックカウンタを設置し，交通量の測

定を行い，これらの交通データをもとに，交通

解析結果を報告した[1][2]． 

 本稿では，2018年 8月から 1年間の交通データ

を収集し交通流解析を行い，2015 年の解析結果

と比較し，報告する． 

 

2． ITSシステム概要 

 図 1に，ITS実証システムを示す．CCTVカメラ，

クラウドおよび交通情報板で構成される．アー

メダバード市の 14 ヵ所に，画像カメラのトラフ

ィックカウンタ(以下，Cam#/VMS#)を配置(図 2)

し，交通データを毎分間隔で，車両台数，交通

密度，車両速度，空間占有率などのデータがク

ラウドに蓄積する．これらリアルタイムで収集

した交通情報をもとに，市内に設置した情報板

に交通渋滞・規制情報を表示し，走行中の車両

を空いている道路へ誘導し，渋滞緩和を促すこ

とを目的としている． 

 

3． 交通流解析手法 

取得した交通データから，交通密度(k)-車両

速度(v)および交通密度(k)-交通量(q)分布特性

を求め，得られた分布から境界線を求めた．k-v
曲線は Greenshields[3]の式(1)を，k-q 曲線は

q=kv と式(1)から求めた式(2)を近似式とし，自

由速度𝑣𝑓，飽和密度𝑘𝑗を算出した． 
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図 1．ITS実証システム 

 

 
 

図 2．トラフィックカウンタの配置 

 

4．アーメダバード市の交通流解析 

2018年 8月および 2019年 8月の Cam#10で取得

した交通データで解析を行ったが，大きな差異

は観測されなかった．さらに,2015 年 6 月の交通

データと比較し，交通量の増減を確認した． 

 

4.1 k-v曲線，k-q曲線分布と近似式 

 図3に，2015年6月および2019年8月のCam#10

で計測した交通データの各 k-v 曲線，k-q 曲線分

布とその近似式を示す． 

 2015 年は，交通密度が低い傾向にあり，自由

速度は 52.5km/h であった．これに対し，2019 年

は 2015 年より交通密度が高い傾向にあり，自由

速度は 47.6km/h であった．従って，2019 年は

2015 年と比較し，車両数が増加傾向にあると推

測される．また，臨界密度は 2015 年が 95pcu/km，
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2019年が 110pcu/kmであり，共に臨界密度未満で

あることから非渋滞の状態と判断できる． 

 

 
(a) 2015年 6月 k-v曲線  

 
(b) 2015年 6月 k-q曲線 

 
(c) 2019年 8月 k-v曲線  

 
(d) 2019年 8月 k-q曲線 

図 3．Cam#10の k-v曲線，k-q曲線と近似式 

 

4.2 時間帯別交通量および速度の推移 

図 4 に，2015 年 6 月，2018 年 8 月および 2019

年 8 月の 24 時間の平均交通量と平均速度の推移

を示す．2015 年と 2019 年の比較をすると，時間

帯別の交通量の挙動に差はあまり見られないが，

交通量は約 1.36 倍に増加している．また，グジ

ャラート州政府統計データ[4]でも，2015 年と

2019 年の車両保有台数を比較すると，約 1.24 倍

に増加しており，グジャラート州の主要都市の

ひとつであるアーメダバード市における車両保

有数の増加傾向を示している．さらに，平均速

度が約 5km/h低下しており，交通量増加に伴う影

響と推測される． 

 

 
(a)平均交通量 

 
(b)平均速度 

図 4 時間推移グラフ(2015/6，2018/8，2019/8) 

 

5．まとめ 

 本稿では，2015年と 2018年および 2019年の交

通データを用いて，新興国の交通流特性の比較

を行った．交通量は約 1.36 倍の増加，平均速度

約 5km/hの低下を確認した．これらは，近年のイ

ンド車両保有台数動向とほぼ一致している． 

今後は，交通データの解析を進め，経路探索

情報生成などの渋滞緩和対策を提案していく． 
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